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久留米市内各地には貴重な歴史遺産が多数存在しており、本書で報告する筑後国府跡もその一つ

です。今回の調査は、共同住宅建設に先立つ発掘調査として、平成28年度に実施したもので、平安

時代の溝や柱穴などが出土し、貴重な成果を挙げることができました。

今回の発掘調査とその成果を収録した本書の発行によって、地域の歴史解明、さらに文化財保護

の理解や普及、生涯学習等に多少なりとも貢献できれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査・本書の発行に際しまして、多大なご理解のもとにご協力を頂き

ました関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

平成29年10月31日

久 留 米 市 教 育 委 員 会

教 育 長 大 津 秀 明

例  

１．本書は、共同住宅建設に先立ち 氏の委託を受けて実施した、筑後国府跡第287次調査

の発掘調査報告書である。

２．本調査は久留米市教育委員会が主体となり、久留米市市民文化部文化財保護課の廣木誠が担当

した。

３．本書に掲載した遺構実測図の作成は、廣木と藤木幸子・中村麻衣が行った。また、本書に掲載

した遺物の実測及び図面のデジタルトレースは、廣木が実施した。

４．本書に掲載した遺構写真は、全景写真を有限会社空中写真企画が6×6判で撮影し、その他を

廣木がマミヤRB67を用いて6×7判で撮影した。また、遺物写真はニコンD700を用いて当課の

西拓巳が撮影した。なお、本文中の遺物番号と写真図版の遺物番号は同一である。

５．遺構実測図は国土調査法第Ⅱ座標系（世界測地系）を基に作成し、図面の方位は座標北を示す。

６．本調査の略記号はTKH‐287、調査番号は201620である。

７．本調査に関わる遺物・記録類は、全て久留米市埋蔵文化財センターに収蔵・保管されている。

８．本書の執筆・編集は廣木が担当した。
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                         Ⅰ． はじめに

ⅰ．調査に至る経過

本調査は、共同住宅建設に伴う事前の発掘調査である。平成28年７月17日、 氏より、

久留米市朝妻町字三丁野1429-1、1430-11における「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が提出された。

一帯は周知の遺跡である筑後国府跡に含まれ、当該地は平成14年度に実施した第181次調査地の東

側に隣接する。周辺の調査成果も含め、照会地は筑後国府Ⅲ期政庁内にあたることは明らかであっ

たため、発掘調査が必要である旨を回答した。その後、協議を重ね、調査費用を原因者負担とし、

平成28年11月８日に 氏から「発掘調査の依頼」が提出されたのを受け、文化財保護法に

よる諸手続きを済ませた後、平成28年12月２日に 氏と久留米市長楢原利則は「筑後国府

跡第287次調査埋蔵文化財発掘調査委託契約書」を取り交わした。

現地調査期間は、平成29年１月10日から２月21日までである。また、出土品整理・報告書作成

作業は平成29年５月１日に「筑後国府跡第287次調査報告書作成委託契約書」を取り交わし、実施

した。報告書作成期間は平成29年５月１日から10月31日までである。

ⅱ．調査に係わる体制

調査委託：

調査主体：久留米市教育委員会 教 育 長：堤 正則(平成28年度)

大津秀明(平成29年度)

調査総括：市民文化部 部 長：野田秀樹

文化芸術担当部長：甲斐田忠之

次 長：竹村政高(平成28年度)

西村信二(平成29年度)

文化財保護課 課 長：馬場博文

課長補佐：白木 守

山﨑万里子

主査：水原道範

事務主査：塚本映子 豊福早苗

庶務担当：豊福早苗

調査担当：廣木 誠

整理担当：米澤美詠子 宮﨑彩香

発掘調査臨時職員(平成28年度)

高尾春代、田中樹子、中村麻衣、藤木幸子、二村智治、丸山幸、迎直樹、由布幸子

渡辺しげ子、渡辺やつ子

発掘調査整理臨時職員(平成29年度)

山口由季子
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Ⅲ． 調査の 録

ⅰ．調査の目的と経過

調査対象地は、国府域の南東に位置する朝妻町三丁野地区に所在する。三丁野地区では、本調査

を含めて29次に亘る調査が実施されている。その結果、東西に陸橋部、北に八脚門を構え、一辺約

140ｍの溝で囲繞された内部に正殿・脇殿と考えられる大型の掘立柱建物を配したⅢ期政庁の様相

が明らかとなってきており、10世紀中頃から11世紀後半に存続したものと考えられている。

調査地は、平成13年度に実施した第180次調査地の西側10ｍに、平成14年度に実施した第181

次調査地の東側15ｍに位置する。第180次調査では正殿を、第181次調査では西第２脇殿等をはじ

め、それらに前後する時期の掘立柱建物・溝・土坑などを検出した。このことから、本調査地は、

Ⅲ期政庁機能時には空閑地であったこと、また、Ⅲ期政庁造営前および廃絶後の遺構が展開するこ

とが予想され、これらの確認を目的として調査を行った。

現地調査は、平成29年１月10日から重機による表土剥ぎを開始した。表土を除去した部分から

遺構検出及び平板測量を実施し、略図作成が終了した調査区南側より遺構の掘削を開始した。遺構

実測、写真撮影は随時行い、２月16日には調査区の全景写真を撮影した。補足調査終了後の２月

21日に埋め戻し、機材撤収を行い、全ての現地作業を終了した。土層断面図（1/10）は手測りで作

製し、それ以外の遺構実測はトータルステーションを用い、その記録は株式会社CUBIC製ソフト「遺

構くんcubic」で編集・保管している。

第３図 筑後国府跡第287次調査区全景（東上空から）
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ⅱ．検出遺構

対象地の現況は畑地であり、周辺地形は南東から北西へ緩やかに傾斜している。このことから、

特に標高が高い調査地南側において、造成時の削平が懸念された。表土剥ぎの結果、一部に撹乱が

認められたものの、遺構検出面は比較的良好に残存していた。

基本層序は、調査地南側では耕作土（15cm）下位に灰色を呈する間層（10㎝）が認められ、黒色

の遺物包含層（５㎝）を経て、遺構検出面である地山に至る。調査地中央、北側も同様の層序を示

し、中央は耕作土が15cm、間層が15cm、遺物包含層が10cm、北側はいずれも20㎝を測る。検出面の

標高は南側で17.9ｍ、北側で17.6ｍである。

検出した遺構は、溝５条、土坑２基、ピットで、遺構は調査区中央に密に分布し、北側と南側は

希薄である。以下、主要遺構について詳述する。

溝

ＳＤ１（第５～７図）

調査区南東部で検出した南北走行の溝である。走行方位はＮ‐３°‐Ｅを測る。検出長2.6ｍ、

幅0.3ｍで、深さは南端が８cm、北端が３cmを測り、底面レベルは北方へ緩傾斜を成す。埋土は黒

灰色土の単層で、にぶい褐色ブロック土を含み、よく締まる。埋土内から遺物は出土しなかった。

第４図 筑後国府跡第287次調査遺構配置図（1/150）









― ９ ―

ＳＫ70（第19～21図）

調査区北側で検出した。全体的に撹乱を受けている。平面形は倒卵形で、規模は長軸長1.3ｍ以

上、短軸長0.85ｍ、深さ30cmを測る。底面断面形は凹レンズ状を呈し、北側には複数のステップ

が認められる。埋土はにぶい褐色ブロック土を含む暗灰色土で、よく締まる。埋土内から遺物は出

土していない。

ⅲ．出土遺物

今回の調査は、遺構密度が希薄であったため、出土遺物は少なく、総量は小袋５袋に過ぎない。

土師器が大半を占め、その他には黒色土器Ｂ類片が２点、須恵器片が４点、石製品が１点のみであ

る。遺物の詳細については第１表を参照されたい。

第19図 ＳＫ50・70実測図（1/30）

第20図 ＳＫ70土層（南東から） 第21図 ＳＫ70完掘状況（南西から）
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第24図 出土遺物写真②

   

                           Ⅳ．総 括

本調査地は周辺の調査成果から筑後国府跡Ⅲ期政庁内にあたり、政庁機能時には空閑地であるこ

とと、当該期を前後する遺構が展開していることが想定され、これらの確認を目的として調査を実

施した。検出した主要遺構は溝５条、土坑２基で、政庁機能時の遺構は確認されず、調査前の想定

通りの結果となった。既述のように、主要遺構から出土した遺物は極めて少なく、詳細について言

及し難いが、検出遺構について若干の整理を行うとともに、周辺状況を概観し、総括としたい。

ＳＤ１・５・10は南北走行の溝で、主軸方位・埋土の特徴が類似する。このため、一連の遺構と

想定され、南北走行の道路側溝の可能性が考えられたが、地業痕跡や硬化面は確認できなかった。

所属時期は、ＳＤ１・５は不明、ＳＤ10は12世紀の所産と思われる。ＳＤ20・30は東西走行の溝

で、第180・181次調査で検出された溝の延長部と考えられる。いずれも、西側は第181次調査地点

で北方へ走行方位を変え、ＳＤ20はＬ字状を呈し、ＳＤ30は第181次調査区外へと延びる。区画を

意図したものであろうか。所属時期はＳＤ20が不明、ＳＤ30が12世紀である。なお、土坑の詳細に

ついては明らかにし得ない。

三丁野地区における12世紀以後の遺構分布状況は、掘立柱建物（第86・179・242次調査）、溝（第

179・180・181次調査）、土坑（第121・179・191次調査）等が確認されているが、その密度は薄く

３

４

５

６
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要 約

筑後国府Ⅲ期政庁内の調査
筑後国府跡
第287次調査

第287次調査地は筑後国府Ⅲ期政庁内にあたり、正殿の南西20ｍ、西第2脇殿の東20ｍ程に位置する。このことから、政

庁機能時には空閑地であったこと、また、当該期を前後する遺構が展開していることが想定された。調査の結果、12世

紀代の溝２条、時期不明の溝３条、土坑２基、および８世紀代のピット等を検出し、調査前の想定通りの結果を得た。
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